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台風や大雨のとき、わが家が避難すべきかどうか！

各ご家庭に配布しました「わが家の避難行動計画」シートの“台風や大雨のとき”のフ

ロー図に沿って３段階の判断基準に基づき、わが家が避難すべきかどうか、家族で話

し合って決めましょう。

交通安全協会佐川支部・佐川警察署　電話  ２２-０１１０

※交通安全協会は皆様の会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします。

電話  22-0560

カギかけを習慣にしましょう！
家から出るときに！

●朝のゴミ出しなど短時間の外出でも、玄関ドア

にカギかけの習慣をつけましょう！

●上階の窓や浴室、トイレの小窓にも施錠をしましょう

●在宅中も、玄関ドアを施錠！チェーンも忘れず

に！

※居空き、忍び込みに注意！

万が一、侵入盗と鉢合わせになれば、強盗に変貌

する可能性があります。性犯罪の被害に結びつく

可能性も。

車を止めたらロックしよう！

●明るく監視の行き届いた駐車場を利用し

ましょう！

●警報ブザーやイモビライザーなど、防犯

装置を取り付けましょう！

●車を離れる時は、窓を必ず閉め車内に貴

重品を残さないようにしましょう！

※持ち出せない場合はトランクに入れるな

どして目隠しを！

自転車止めたら２ロック！

●備え付けのカギは必ずロック！

●２つ目のカギは解錠方法が異なるタイプを利

用！

●防犯登録を必ずしましょう！

　〜高吾北消防本部からのお知らせ〜

消防車両や救急車両などの緊急自動車は、消火活動や救助活動、傷病者の搬送など、緊急度の高

い用務を行うことから、一刻も早く災害現場や医療機関に到着する必要があります。そのため、道

路交通法で、道路の右側部分に車体をはみ出して通行することや赤信号の交差点に進入できるなど

の特例が認められています。しかしながら緊急自動車がより安全に通行し、災害現場に到着するに

は自動車やバイクなどを運転する皆様のご協力が必要不可欠です。

自動車やバイクなどの運転中にサイレンを鳴らし赤色警光灯を点灯させた緊急自動車が接近して

きた場合には、進路を譲っていただき、スムーズな緊急通行ができるようご理解、ご協力をお願い

いたします。

【緊急自動車が接近してきた場合の対応】

●周囲の状況に応じて速やかに進路を譲ってください。

●交差点付近では、交差点内の進入を避けて道路の左側によって一時停止をしてください。

●狭い道路などで一時停止する場合は、消防車両の通行に支障のないように配慮してください。

問 高吾北消防本部(署)　電話 0889-26-2111

消防車や救急車の緊急車両にご理解とご協力を！

四国電力筏津ダムからのお願い
サイレン

ウ　〜

１ 分 吹 鳴

(15 秒休み )

サイレン

ウ〜

１ 分 吹 鳴

　 四国電力株式会社  筏津ダム管理所

　　電話  ０８８９- ２６- １１７３

０１２０-２６- ３６７９

今年も出水のシーズンを迎え、ダムから放流する機
会が多くなります。
ダムから水を流すときは、あらかじめサイレンを鳴
らしてお知らせいたしますので、川を利用される方は、
増水に十分ご注意くださるようお願いいたします。

＊四国電力筏津ダムは発電専用であり、ダムへ流れ込んできた

水を発電に使用しますが、雨などで最大発電を越える水が流

れ込んできた場合は、ダムから放流することとなります。

＊筏津ダム放流量などの情報は、下記のフリー

ダイヤル ( 無料 ) で２４時間放送しておりま

すので、ご利用ください。

 サイレンの鳴らし方

㉄

新年度になり、管内の小・中学校・保育園・幼稚園

では、交通安全教室・自転車指導が行われています。

教室では、交通安全啓発の映像を観たり、警察官・指

導員指導のもと、正しい交通ルールを真剣に学習した

りしていました。教室で学んだことを忘れずに、事故

に遭わないよう気をつけてください。

歩行者は、傘などで視界が悪くなりま

す。車やバイクも、ミラーについた水滴や、

他車の水しぶきで視界が悪くなりますの

で、歩行者も運転者も安全確認を入念に

行いましょう。路面が滑りやすくなるの

で、急なハンドル・ブレーキ操作は厳禁

です。スピードを落とし、車間距離も長

めに保ちましょう。　　　　　　　　　　　　

ふわふわの手作りシフォンケーキです。

種類も沢山あります♪♪

佐川町東組 1347-5電話 090-5910-1633

～ホールケーキご購入で

シフォン１／10カットプレゼント～

今月の「加盟店」ピックアップ紹介

とがのシフォン

（西川工房）

緊急地震速報の訓練放送のお知らせ

緊急地震速報の訓練放送を 6月 18日 (火)10 時に防災行政無線にて放送します。

この放送の目的は国からの緊急地震速報の受信と防災行政無線の自動起動の確認を行うためのも

のです。実際に緊急地震速報を防災行政無線から放送しますので、地域・職場で各自、地震の揺れ

から身を守る訓練を実施してください。　

ただし、気象、地震活動状況により急きょ中止することもあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　問 総務課危機管理対策室　電話22-7700


